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1.端子説明 
 
■ CME150-24 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

① L: 入力端子       

  ライブライン (ヒューズが内蔵されています)   

② N: 入力端子  

   ニュートラルライン 

③ FG: FG 端子 

   フレームグラウンド 

   機器・装置の安全アースに設置して下さい。 

④ FG: フレームグラウンド  

   FG 端子と接続されています。導電性のある材質の 

  間座等で、機器・装置の安全アースと導通させて 

ご使用ください。接続方法については４－２をご参

照下さい。 

⑤ + :  + 出力端子 

⑥ －: － 出力端子 

⑦ V.ADJ: 出力電圧可変ボリューム 

 (時計方向の回転により出力電圧が上昇します。)  
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2. 端子接続方法  

入力配線には、十分にご注意願います。間違った接続をしますと、電源は故障することがあり

ます。 
● 入力・出力の結線時は、入力が遮断されている状態で行って下さい。 
● FG 端子は、装置・機器の接地端子に接続して下さい。 
● 出力端子は、1 ピンあたり 5A 以下でご使用下さい。 
● 入力線と出力線は、分離して配線して下さい。耐ノイズ性が向上されます。 
●  入出力コネクタの挿抜時は、基板にストレスがかからない様にご注意ください。 
●  入出力コネクタは、外観図に記入されている推奨コネクタをご使用ください。製品に添付し

ておりません。また、ピン圧着はメーカー推奨の圧着工具・圧着器をご使用下さい。 

 
■ CME150-24 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

* 入力・出力コネクタ (J.S.T製)

コネクタ ハウジング ターミナルピン

   入力側: CN1 B3P5-VH VHR-5N SVH-21T-P1.1
   出力側: CN51 B6P-VH VHR-6N SVH-21T-P1.1
適合圧着器 ハンドクリッピングツール: YC-160R(J.S.T製)

CME150-24
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3. 機能説明及び注意点 
 
3-1. 入力電圧  
入力電圧範囲は、単相交流 85 - 265VAC ( 47 
- 63Hz )です。 
規定範囲外の入力印加は、電源の破損をま

ねくおそれがありますので、ご注意下さい。 
尚、安全規格申請時の定格入力電圧範囲は 
100 - 240VAC(50/60Hz)です。 

 
 
3-2. 出力電圧可変範囲         

出力コネクタ側のボリューム(VR51)により、

出力電圧の可変ができます。出力電圧設定

範囲は±10%以内でご使用下さい。ボリュ

ームを時計方向に回転させると、出力電圧

は上昇します。尚、出力電圧を上げすぎま

すと、過電圧保護機能が動作いたしますの

でご注意下さい。 
 

 

3-3. 入力サージ電流(突入電流) 
入力サージ突入電流防止回路を内蔵してい

ます。パワーサーミスタ方式のため、温度

が高い場合や通電後の入力再投入時は突入

電流が大きくなります。スイッチ、外付け

ヒューズの選定の際はご注意ください。 

 
 
3-4. 過電圧保護（OVP） 
出力遮断方式手動リセット型です。定格出

力電圧の 115 - 135%内で動作し、出力を遮

断します。OVP 動作時は、入力を一時遮断

し、数分後の再投入により出力は復帰しま

す。OVP 設定値は固定されており、設定値

の変更はできません。 

 
 
3-5. 過電流保護（OCP） 
定電流電圧垂下方式自動復帰型です。OCP
機能は最大直流出力電流値の 125%以上で動

作し、過電流・短絡状態を解除すれば自動

的に出力は復帰します。 
尚、30 秒以上の過電流及び出力短絡状態で

の使用はお避け下さい。電源の破損をまね

くおそれがあります。 
 

 

3-6. 出力リップルノイズ 
仕様規格の最大リップル・ノイズ電圧値は、

規定の測定回路において測定した値です。

（JEITA：RC9131 に準ずる規定）負荷線が

長くなる場合は、負荷側に電解コンデンサ、

フィルムコンデンサ等を接続しませんと負

荷端でのリップル・ノイズが大きくなる場

合があります。 
尚、測定時オシロスコープのプローブグラ

ウンドが長いと、正確な測定はできません

のでご注意下さい。 
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3-7. 直列運転 
下記( A ) 及び ( B ) の直列運転が可能です。

( A ) 

 

 電源  
 出力  

 電源  
 出力  

負荷  

 
 

( B ) 

 

負荷 

負荷 

電源 
出力 

電源 
 出力 

 
 

3-8. 並列運転  

( A ) 出力電流を増加させる為の並列運転は

できません。 

電 源

 出 力

電 源

 出 力

負 荷

 
 

( B ) バックアップ電源としての接続は可能

です。 

1. 電源出力は、ダイオード順方向電圧

（VF）分を高く設定して下さい。 

2. 出力電圧を合わせる様に設定してく

ださい。 

3. 電源の出力電圧及び出力電力は仕様

規格内でご使用下さい。 

電源

 出力

電源

 出力

負荷

 
 

3-9. 出力ピーク電流 
出力電流は、ピーク負荷にも対応できます。

仕様規格の最大出力電流値と最大ピーク出

力電流値との関係式を満足する範囲でご使

用下さい。ピーク動作時の平均出力電流値

は、最大出力電流値を超えない様にご使用

下さい。 
最大ピーク出力電流値での連続通電時間は

10 秒以内でご使用下さい。 
尚、パルス負荷でご使用の場合は電源本体

から音がすることがありますので、事前に

評価、確認の上ご使用下さい。 
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Ip : ピーク出力電流値 ( A ) 
Iav : カタログ上の最大平均出力電流値 ( A )  
Im : 平均出力電流値 ( A ) 
t : ピーク電流のパルス幅 ( sec ) 
T : 周期 ( sec ) 
 

3-10. 絶縁抵抗試験 
出力-FG 間の絶縁抵抗値は、500VDC にて

100MΩ以上です。尚、安全のために、DC
絶縁計の電圧設定は絶縁抵抗試験前に行い、

試験後は抵抗等で十分に放電して下さい。 
 

出力- FG 間   

    500VDC 100MW 以上 

 

AC(L) 
AC(N) 

FG 

+ 
_ 

絶縁計 

 

 
3-11. 耐圧試験 
入力-出力間 4.0kVAC、入力-FG 間 2.0kVA 
C、出力-FG 間 500VAC、各 1 分間に耐え 
る仕様です。 
耐圧試験器のリミット電流値を 20mA に設

定後（出力-FG 間：100mA）、試験を行っ

て下さい。試験電圧は、ゼロから徐々に上

げ、遮断時も徐々に下げて下さい。試験時

間をタイマーで行う場合、電圧印加・遮断

時にインパルス性の高電圧が発生し、電源

を破損するおそれがあります。試験時は、

下記のように入力側、出力側各々を接続し

て下さい。出力側開放状態での試験時では、

出力電圧が瞬時発生することがあります。 
 
入力-出力間( 破線 ) 
       4kVAC 1 分間 ( 20mA ) 
入力-FG 間( 実線 )  
       2kVAC 1 分間 ( 20mA ) 

 AC(L) 

AC(N) 

FG 

+ 
_ 

耐圧試験機 

 
 

出力-FG 間 
   500VAC 1 分間. ( 100mA )  

 AC(L) 

AC(N) 

FG 

+ 
_ 

耐圧試験機 
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4. 取り付け方法 
4-1. 取り付け方法による出力ディレーティ

ング 
電源を装置に実装される場合は、標準取り

付け方法（A）をお薦めします。   
取り付け方法及び電源周囲温度から、下記

出力ディレーティング値内でご使用下さい。

下記出力ディレーティング値は、定格出力

電圧値における最大出力電流値を 100%とし

ています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

出力ディレーティング 
CME150-24 

 

 
 
 CME150-24 出力ディレーティング 

      LOAD (%)   
Mounting A B C D E 

   Ta      
-10 to +40℃ 100 100 100 100 100 

+45℃ 100 100 100 100 90 
+50℃ 100 100 87 87 80 
+55℃ 90 90 73 73 70 
+60℃ 80 80 60 60 60 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 CN1 

部品面 

(D) 

CN1 

(E) (F) 

部品面 

CN1 

    (A) 
標準取り付け 
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高 さ 8mm以上の
間 座

4-2. 取り付け方法 
本体(基板)上の取り付け穴を利用して、スペーサ

(間座：MAXφ8mm)で、8mm 以上浮かせて取付

けて下さい。また、取付け穴は４ヶ所全てを使

用して下さい。尚、仕様規格の振動性について

は、8mm 間座で止めて行った仕様です。 

    

［取り付け穴サイズ］ 

CME150-24:    4 個（ φ3.5mm ） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
また、基板取付用金属部の許容範囲は、下

記図のように基板角から 9mm 四方内です。 
 

 
本体（基板）取付け時は、絶縁・耐圧規格

を満足させるために空間をお取り下さい。 
 

 
 

基板端から 4mm 以上 
  部品面(電源高さ寸法)から 4mm 以上 
  基板裏面(半田面)から 8mm 以上 

FG 端子は必ず機器・装置の接地端子に接続

下さい。接続しない場合は、入力帰還ノイ

ズ、輻射ノイズ、出力ノイズが大きくなり

ます。 

 
本製品は自然空冷の電源ですので、自然対

流が十分起きるように、電源周囲の空間を

空けてください。 

 
 
5. 配線方法 

 
 入力線と出力負荷線は、必ず分解して

ください。さらに、ツイストすること

により耐ノイズ性が向上します。 
 入力・出力線は、できるだけ太く・短

くインピーダンスを低くするようにし

て下さい。 
 負荷端にコンデンサを付けると、ノイ

ズ除去に効果があります。 
 FG 端子は安全及びノイズ除去のため、

必ず電源実装機器・装置の接地端子に、

太い線で接続して下さい。 
 推奨締め付けトルク値：0.49N･m 

(5kgf･cm) 
 配線の線材サイズは以下に示すとおり、

コネクタに適合するものをご使用下さ

い。 

 
   入力側 : CME150-24---AWG#22-#18 

   出力側 : CME150-24---AWG#22-#18 

       
 

 

金属ｽﾍﾟｰｻｰ
（間座）

配線

筐体（機器・装置）
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6. 外付けヒューズ 
 

電源外部にヒューズを取付ける場合、下

記のヒューズ容量をご使用頂くと共に、

高遮断特性を持つヒューズをご使用下さ

い。入力電圧投入時にサージ電流が流れ

るため、耐サージ性の高いタイムラグヒ

ューズ等をご使用下さい。即断ヒューズ

はご使用できません。尚、ヒューズ容量

は、入力投入時のサージ電流(入力突入電

流)を参考にした値です。実負荷状態にお

ける入力電流値(RMS)から、ヒューズ容量

は選定できません。 
 

 CME150-24  : 5.0A  
 
 

7. 故障と思われる前に 
 

 規定の入力電圧が印加されていますか。 
 入出力端子への配線は、正しく接続され

ていますか。 
 配線の線材は、細すぎていませんか。 
 出力電圧ボリュームは、回しすぎていま

せんか。 
過電圧保護機能が動作し、出力を遮断し

ます。 
 出力電流及び出力電力は、仕様規格値以

上で使用していませんか。 
 負荷急変動作時は、電源から音の発生す

る事があります。 
 入力電圧波形は正弦波交流になっていま

すか。UPS 等を接続され、入力電圧波形

等が正弦波でなくなると、電源から音が

発生する事があります。 

 
 

8. CE マーキング/UKCA マーキング 

 
CE マーキング 
 本取扱説明書に記載されている製品また

は梱包部材に表示されているCEマーキン

グは欧州の低電圧指令、EMC指令および

RoHS指令に従っているものです。 
 

UKCA マーキング 
 本取扱説明書に記載されている製品また

は梱包部材に表示されているUKCAマーキ

ングは以下規制に従っているものです。 
・Electrical Equipment (Safety) Regulations 
・Electromagnetic Compatibility Regulations 
・ Restriction of the Use of Certain Hazardous 

Substances in Electrical & Electronic 
Equipment Regulations 

 
 

 
 

TDKラムダ株式会社 
 
 長岡テクニカルセンター： 

〒940-1195 
    新潟県長岡市摂田屋町2704-1 
 

Tel : 0258-22-1234 
Fax : 0258-22-1375 

 
 
 
 
 
 
 




